
ンプラン卜治療における歯科衛生士の役割

諦:自雨 :村鰤司「額理Ei子氏  (日本歯科大学新潟病院□腔インプラントセンター歯科衛生士)

日時 :平成21年 8月 30日 (日 )

場所 :東京ステーションコンフアレンス

八木原淳史 緻城県)

特別イ

'F修

委Jl会 より、平成21年 度歯科衛イ|:十・歯

科技 I:士向け特別何F修会の移t様について報告をいた

しますこ

8月 30日 、東京ステーションコンファレンスにて、日

本歯本「大
′`
iな新潟病院111空 インフラントセンター歯オト衛

`li士

、松岡恵111先 /1・ におll tし いただきました。夏

休み最後の HI哺 :に もかかわらず、80名 を超える出席

者が集い、しかもその多くが歯科術/1士の方々です。

テーマは「インプラント治療における歯科偉i生士

の役割」̀)長年の
ll lN史 から始まり、その利点および

留意メ|、1、 インプラントれ打級の構造、,台りi:|:|口 i、 綱」前
li夕査、インフォームドコンセント、器りtの準 ll、 清

潔域Иく潔J,文の4午理|!、 術 II:における歯科衛∠L lrの役i:1、

術後の管J llと 、すべての内容を網維し、聴衆は共尖1

にメモをとっていました.

さらに、インブラントの炎りi:メ カニズム、その対

処法、 トラブルシューティングといった、高度な内

容もわかりやすく1うιlり lい ただき、歯科衛生十、歯科

技工 lfのキfさ んだけでなく、我々歯科医niに とって

も大いに学ぶべきものがありました.:

とりわけ、術後の食 1「 (食仰「)管り|!では、栄養面の
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